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すべて原案
どおり可決

専決処分
2件

補正予算

2件

財産の取得

1件

会 期
5月26日から
6月10日まで

人事案件

1件

R元年
第2回
定例会

R４年
第2回
定例会

財産の取得について議案第64号

　東消防署に配備の消防ポンプ車両が老朽化したことから、新しい消防
ポンプ自動車を購入し、災害に対しより効率的な対応を図ります。

○消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）　１台

消防ポンプ自動車の概要

　型式は、３トン級消防専用ダブルキャブオーバー型、水タンクは
８００リットル以上の容量で、安全機能付きポンプ操作装置（ｅモニタ）
を搭載。

　乗車人数　５名（前席２名、後席３名）
　全長５. ９ｍ以下
　全幅１. ９５ｍ以下
　全高２. ９ｍ以下

会　　計　　名 補　  正　  額

一般会計（第２号） 1億1,942万円

一般会計（第３号） 5億9,765万円

主 な 内 容

一般会計（第２号）
●新型コロナウイルスワクチン接種事業　１億１，０９８万円

６０歳以上の高齢者や１８歳以上の基礎疾患のある方への４回目の新型コ
ロナウイルスワクチン接種等に係る経費を計上するものです。

一般会計（第３号）
●プレミアム付商品券発行事業　４億４０３万円

原油価格・物価高騰の影響を受けた地域経済の活性化と生活者支援のため、
プレミアム付商品券を増刷し、消費喚起を促すことにより、事業者の事業
経済支援の一助とするものです。

●御前山ダムアクティビティ推進事業　１，６４９万円
御前山ダムの湖面や周辺地域資源を活用したアクティビティ（サイクリン
グ・ハイキング・カヌー等）を推進し、周遊につなげることで誘客の促進
を図るものです。

令和４年 度補正予算
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予算決算

　　　　　　
令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号）
Ｑ　保健衛生予防費における、医師委託料の詳細は
Ａ　４回目追加接種など、新型コロナウイルスワクチン接種における医師委託
料として、市内１５医療機関及び単身赴任・里帰り出産・企業等による市
外での接種分を平日３万３６２０件及び休日・時間外加算相当分の上乗せ
分６０５０件の接種を想定し、予算を計上しました。

Ｑ　新型コロナウイルスワクチン被接種者送迎業務委託料は、何台のタクシー
で、何人の利用者を想定しているか

Ａ　新型コロナウイルスワクチン被接種者を送迎するため、１８事業者に、乗
合タクシー１回３００円、福祉タクシー助成額に４００円を上乗せして委託
するものです。利用者については、令和３年度の利用実人数が２９５人、延
べ件数は５３１件でした。この実績より、４回目追加接種者数を想定し予算
を計上しました。

Ｑ　大宮中学校渡廊下改修工事の詳しい内容について
Ａ　南側校舎と北側校舎を結ぶ渡り廊下の天井部分にひび割れが見つかったた
め、シーリングまたはエポキシ樹脂注入等の補修工事を行うものです。なお、
渡り廊下が２階部分にあるため足場を組んでの作業を予定しています。

　　　　　　
令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第３号）
Ｑ　プレミアム付商品券の作成費用はどこに計上しているか。また、以前発行

の商品券の販売状況はどうなっているのか
Ａ　作成費用は令和４年３月の補正予算で計上した委託料の入札差金で対応し
ます。商品券の販売状況は、令和２年度には４万冊を発行し、３万３３５８
冊を販売、令和３年度は発行した８万２０００冊が完売しました。

Ｑ　御前山ダムアクティビティ推進
事業で、電動自転車は何台分を予
定しているか

Ａ　１０台分を予定しています。

議案第62号

議案第65号
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令和 ４年 第２回定例会議決一覧

　請願・陳情は、市民の皆様が、市政に関することについて、要望や希望等を直接議会に提出するこ
とができる制度です。
　詳しくは、ホームページをご覧いただくか、または議会事務局へお問い合わせください。

■提 出 先　議会事務局（本庁４階）
■受付期間　各定例会開会日の７日前の午後５時まで（これ以降は次の定例会での取扱い）
■そ の 他　署名簿は住所及び氏名（署名または記名押印）を記載の上、原本を提出
　　　　　　※鉛筆、消せるペン等は不可

＜書式例＞

（表紙）
　年　月　日

常陸大宮市議会議長　様
○○○○に関する請願書（陳情書）
　　　　　　　請願者
　　　　　　　　住所
　　　　　　　　氏名（署名または記名押印）

　　　　　　　　　　　　　　ほか○人
　　　　　　　　（℡　　　　　　　　）

紹介議員
　○○○○（署名または記名押印）
（陳情の場合、紹介議員は必要ありません）

（別紙）

件名　
○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項
・
・

　地方自治法第124条の規定により提出
します。（陳情の場合は、除きます）

議会への請願・陳情

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第60号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第61号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第62号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第63号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（下村田　阿久津 智子氏） － 同意

議案第64号 財産の取得について － 可決

議案第65号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

※審議の結果については、採択・不採択にかかわらず、郵送でお知らせします。
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１．各種計画及び事務事業の進捗状況について
移住・定住について
内容
　移住・定住関連施策の実施状況の調査及び令和３年度新設された定住推進課の所管事業等
　（各課で実施していた人口減少対策関連事業等の集約）の調査を行った。
　・移住・定住専用ホームページの開設
　・新規事業「移住体験事業」
　　①『週末ワーケーション編』テレワーク、アクティビティ体験等　５組９名
　　②『週末農業編』農作業体験や先輩移住者との座談会等　７組８名

　委員会の意見
　移住体験参加者への継続的なフォローや開催回数等を検討し、事業を
進めて欲しい。

２．公共交通システムについて
利用実績及び利用促進に向けた取組状況や今後の方向性
内容
　市内における公共交通種類別の利用状況等について調査を行った。
　・予約制乗合タクシー
　　令和２年９月から新たに１２時便の運行開始し、利用者の利便性を図る。
　・路線バス
新型コロナの影響により利用者は減少傾向。緒川地域センターの設置に伴い、一部路線につい
て同センターを経由するルートに変更。

　・新しい地域公共交通計画
関係法令の一部改正により、計画内に自家用有償旅客運送、スクールバス、福祉輸送等につい
て、地域旅客運送サービスに位置づけが可能となる。

　委員会の意見
　公共交通を必要としている人の実人数の把握に努め、政策の検証に活用すべきと考える。

３．令和元年東日本台風の検証と対策について
（１）令和元年東日本台風の検証と対策について
内容
　令和元年東日本台風に関連した各種取組の進捗状況について調査を行った。
　・被災状況等の報告及び被災情報マップの作成
　・台風被害関連住民意識調査結果
　・常陸大宮市地域防災計画改定の内容

　委員会の意見
　ハザードマップやマイ・タイムライン等の言葉表記については、多くの人に理解して貰えるよう
説明書きを加える等の配慮が必要である。マイ・タイムラインの普及は、市民全体の意識を高める
ために計画的に進めて欲しい。

（２）被災者支援に係る各種取組状況
内容　
　被災者生活再建支援システムの運用等について調査を行った。
委員会の意見
　災害初期の被災者支援にあたっては、民生委員等に協力を頂くことで、必要な支援の迅速化が期
待できると考えるので検討を望む。

◎委員長　○副委員長
◎𠮷川　美保　○岡﨑　欣也　　金子　　卓
　淀川　茂樹　　倉田　稔之

常任委員会所管事務調査報告常任委員会所管事務調査報告

総　務

カヌー体験
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常任委員会所管事務調査報告常任委員会所管事務調査報告

認定こども園大宮聖愛保育園

１．各種計画及び事務事業の進捗状況について
ひとり親世帯の支援状況について
内容
　本市のひとり親世帯の支援状況について、ひとり親家庭を支援する制度や新型コロナ感染症の影
響で収入が大きく減少したひとり親世帯を支援する給付金等について、説明を受け調査を行った。

　委員会の意見
　ひとり親家庭は、児童等の養育や健康面の不安など生活の中に多くの問題を抱えており、また、
その児童等は、親との死別、離別という事態に直面し、精神的にも不安定な状況にあることから、
生活の中で直面する諸問題の解決や児童の精神的安定を図るため、ひとり親家庭の地域での生活に
ついて総合的な支援に努められたい。

２．教育環境の整備状況について
ＧＩＧＡスクール構想について
内容
　ＧＩＧＡスクール構想について、整備スケジュール及びタブレット端末の仕様等、また、実現に
向けた推進状況について説明を受け調査を行った。

　委員会の意見
　Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代を生きる子どもたちにとって、ＩＣＴ活用能力は必要不可欠である。
子どもたちにより良い学びを提供するために、授業において日常的にＩＣＴ機器を使えるようにす
ることが重要である。そのためには、民間企業の外部人材によるＩＣＴ支援員の整備・ＩＣＴ活用
教育アドバイザーの活用など研修や外部の支援者によって教員自身がＩＴリテラシーを向上させ、
ＩＣＴ機器を多くの場面において活用できる支援体制づくりを図られたい。

３．幼稚園・保育所のあり方について
認定こども園及び地域子育て支援センターについて
内容
　美和認定こども園、認定こども園大宮聖愛保育園を現地踏査し、保育教育の現状と今後の課題に
ついて説明を受け調査を行った。

　委員会の意見
　常陸大宮市の未来を担う子どもたちの健やか
な成長と、働く子育て世代の保護者にとって、
認定こども園は、無くてはならない存在である。
安心して子どもを預けられる環境が求められて
いる。今後、認定こども園に移行する幼稚園や
保育園が増えていく中で、公立・私立互いの良
いところを参考にできるよう、園同士の積極的
な交流の推進を図られたい。

◎委員長　○副委員長
◎三次　弘史　○冨山　和男　　掛札　行雄
　武石　寿長　　小森敬太郎　　髙村　　功文教福祉
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１．各種計画及び事務事業の進捗状況について
市道の請願・陳情の進捗状況について

　内容
　市道の請願・陳情の進捗状況の調査を実施。
　合併後、提出された市道に関する請願・陳情の進捗状況について執行部より説明を受けた。
　総数６７件に対し、完了１５件、実施中８件、検討中５件、調整中２８件、中断・中止１１件と
なっている。
　中断・中止の主な理由としては、市道の管理対象外、地権者の理解が得られないものなど様々な
課題があった。

　委員会の意見
　採択された請願・陳情については諸課題、調整等があることと思われるが、事業効果が確認され
たものについては、地域住民の要望に応えるべく、できる限り早急に事業化するよう努められたい。

２．常陸大宮駅周辺整備事業について
　内容
　常陸大宮駅周辺整備事業について、常陸大宮駅周辺を現地踏査し、令和２年１０月２日にＪＲ東
日本と締結した「水郡線常陸大宮駅周辺整備に伴う東西自由通路及び駅舎建替事業基本協定」及び
基本設計協定の概要や事業経過、今後のスケジュールについて執行部より説明を受けた。

　委員会の意見
　これまで開催されている社会実験について、しっかりと効果検証を行い、交通機関の利用者が使
いやすく、住民が集える環境の整備を進めてもらいたい。また、今後の進捗状況やスケジュールに
ついて随時報告を求める。

常任委員会所管事務調査報告常任委員会所管事務調査報告

常陸大宮駅西交流拠点全体イメージ

◎委員長　○副委員長
◎小原　明彦　○圷　　司一　　秋山　信夫
　髙村　和郞　　大貫　道夫　　黒部　博英経済建設
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◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

今回７人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。
※一般質問は、新型コロナウイルス感染防止のため、マスク

を着用して行いました。

𠮷川　美保  議員… ……………………Ｐ９

　　◇教育行政について
　　◇女性が活躍できる地域社会の構築について

金子　　卓  議員… ………………… Ｐ10

　　◇公共交通について
　　◇道の駅「かわプラザ」について

小原　明彦  議員… ………………… Ｐ11

　　◇大宮運動公園市民球場改修事業について
　　◇地方創生臨時交付金の活用について
　　◇ヤングケアラーの実態支援について

大貫　道夫  議員… ………………… Ｐ12

　　◇戦略的な施策について

髙村　　功  議員… ………………… Ｐ13

　　◇人口減少と常陸大宮駅周辺整備事業について
　　◇インボイス制度について
　　◇大宮中学校の通学路の安全確保について

冨山　和男  議員… ………………… Ｐ14

　　◇市総合計画の施策について
　　◇市障がい者プラン２０２１について

倉田　稔之  議員… ………………… Ｐ15

　　◇市民の声、問い合わせ・相談窓口について
　　◇こどもセンターについて
　　◇学校運営協議会について
　　◇地域学校協働本部について

市
政
を
問
う

一般質問

市
政
を
問
う
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施
策
の
検
討

に
当
た
り
、
同
制
度
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
・
社

会
教
育
の
３
分
野
に
わ
た
り
、

そ
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

幼
児
教
育
は

子
ど
も
の
人

格
形
成
や
思
考
力
の
土
台
と
な

り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
影
響
す

る
大
変
重
要
な
教
育
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別

な
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
の
支

援
や
就
学
前
教
育
・
家
庭
教
育

の
充
実
等
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教

育
の
円
滑
な
接
続
に
努
め
、
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
所
管

課
と
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
更
な
る
幼
児
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
確

か
な
学
力
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
親
和

的
な
学
級
集
団
づ
く
り
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
を
目
指
し
た
魅
力
あ
る

授
業
づ
く
り
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
の
向
上
を
図
る
も

の
で
す
。次
世
代
を
担
う
児
童
・

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引

き
出
す
学
校
教
育
の
推
進
に
尽

力
す
る
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
減
少

す
る
中
で
も
、
市
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
で
受
け
る
多
様
な
悩

み
や
相
談
件
数
は
、
月
平
均

２
５
０
件
、
年
間
３
０
０
０
件

を
超
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
機

能
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
質
の
高

い
学
び
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
及
び
社
会
教
育

施
設
の
整
備
を
行
う
等
、
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
展
示
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
市
長
部
局

と
十
分
に
連
携
し
、
実
現
に
向

け
た
横
断
的
な
検
討
を
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
教
育
長
の

本
市
教
育
へ
の
思
い
を
伺
う

教
育
長
／

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
の
引
き
出
し
に
尽
力

教
育
長

吉川　美保
議員

その他の質問

地方創生のために重要な女性活躍
の推進として

政策審議監／
女性の視点による意見を施策に反映

・
民
間
分
譲
住
宅
団
地
に
住
み

続
け
る
た
め
に
つ
い
て

（
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
）深
い
学
び

 
…
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
、
新
た
に

得
た
知
識
を
話
し
合
い
、
グ
ル
ー

プ
等
で
の
話
合
い
活
動
で
捉
え
直

し
て
概
念
化
し
て
い
く
過
程
。
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一 般 質 問

試
乗
券
の
発
行
で
す
。

新
た
な
地
域

公
共
交
通
計

画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
運

行
延
長
等
に
対
す
る
需
要
を
見

極
め
つ
つ
、
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
隣
接
自
治
体
へ
の
運

行
は
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
や
路
線
バ

ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
が
担
っ

は
継
承
さ
れ
る
の
か
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

新
た
な
計
画

に
お
い
て

も
、
居
住
地
が
分
散
し
て
い
る

と
い
う
本
市
の
地
域
特
性
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
大
き

な
方
向
性
の
変
更
は
な
い
も
の

と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
の
基
本
目
標
「
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
基
軸
と
し
た
地

域
公
共
交
通
網
を
構
築
し
ま

す
」
と
い
こ
と
が
継
承
さ
れ
る

と
い
う
前
提
で
の
質
問
で
す
。

新
し
い
計
画
策
定
に
当
た
り
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
増
と

利
便
性
向
上
の
た
め
、
４
項
目

を
提
案
し
ま
す
。
最
初
は
、
運

行
時
間
延
長
と
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
の
運
行
で
す
。
次
は
隣
接

自
治
体
へ
の
運
行
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
待
合
所
の
整
備
、
無
料

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
本
市
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ

る
運
行
の
特
性
か
ら
待
合
所
の

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
無
料
試
乗
券
の
発
行
で
す

が
、
引
き
続
き
敬
老
会
で
の
利

用
促
進
に
向
け
た
周
知
活
動
に

加
え
、
子
育
て
世
帯
へ
の
利
用

促
進
な
ど
、
新
た
な
取
組
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
か
わ
プ
ラ
ザ
と
辰
ノ

口
堰
頭
首
工
の
右
岸
と
の
接
続

で
す
。
現
在
は
、
令
和
元
年
の

　
現
行
の
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
の
計
画
期
間
が
今

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
次
期

計
画
と
な
る「
公
共
交
通
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
計

画
は
「
い
つ
ま
で
も
誰
も
が
安

心
・
便
利
に
利
用
で
き
る
公
共

交
通
」
と
い
う
基
本
方
針
に
掲

げ
る
公
共
交
通
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
、
基
本
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
今
度
、
策
定

す
る
計
画
で
、
こ
の
基
本
方
針

東
日
本
台
風
、
久
慈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
堤
防
改

修
計
画
を
理
由
に
、
関
係
機
関

と
の
協
議
は
一
時
停
止
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
進
捗
状
況
と

今
後
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

堤
防
改
修
計

画
の
動
向
を

注
視
す
る
中
で
、
関
係
機
関
と

の
協
議
は
一
時
的
に
停
止
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
被
害
等
に
よ
り
、
河
川
を

取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
業
化
ま
で
に

は
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
、
頭
首

工
の
補
修
等
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
費
用
対
効
果
の
十
分

な
検
証
と
と
も
に
、
改
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

産
業
観
光
部
長
／
改
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

辰
ノ
口
堰
頭
首
工

の
右
岸
と
の
接
続

新しい公共交通計画と
現行の基本方針の継承

地域創生部長／大きな変更は
ないと想定しています

産
業
観
光
部
長

その他の質問

・
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業

に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

・
新
教
育
長
の
見
解
に
つ
い
て
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金子　　卓
議員地

域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長



一 般 質 問

々
な
支
援
の
取
組
を
踏
ま
え
、

現
在
、
実
施
事
業
の
検
討
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
が
市
民
生
活
や
事
業
者

へ
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
よ
り
効
果

的
に
作
用
す
る
よ
う
事
業
を
精

査
し
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て

い
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
今
年
度
か

ら
の
３
年
間
を
集
中
取
組
期
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
社
会
的
認
知
度
向
上
へ

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
・
県
の
取

組
と
連
動

し
、
実
態
の
把
握
に
つ
な
げ
、

様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
す
る

た
め
の
認
知
度
向
上
、
理
解
促

進
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
関
係
機
関
と
の
横
断
的
連
携

に
よ
り
、
将
来
を
担
う
宝
の
存

在
を
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

た
め
に
、
社
会
全
体
で
支
え
て

い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
横
断

的
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

潜
在
的
な
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
早
期

発
見
、
支
援
に
は
地
域
も
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
関
係
部
署
に
お
い

て
早
期
発
見
に
努
め
、
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
横
断
的
な

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
年
度
に
グ

ラ
ウ
ン
ド

面
、
令
和
５
年
度
に
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
工

事
着
工
は
８
月
中
旬
頃
を
予
定

し
、
工
事
期
間
中
も
可
能
な
限

り
多
目
的
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
利
用
率
の
向
上
が
図
れ
る

工
法
や
工
程
に
つ
い
て
精
査
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
公
共
施
設
全
体
も
踏
ま

え
た
運
営
の
維
持
管
理
、
新
た

な
財
源
の
確
保
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

大
宮
運
動
公

園
の
人
工
芝

化
を
は
じ
め
、
各
公
共
施
設
の

利
用
価
値
を
高
め
、
利
用
者
拡

大
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
対
効
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
内
閣
府
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
に
交
付
限
度
額
を
提
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

本
市
の
交
付

限
度
額
は
、

地
方
単
独
事
業
分
と
合
わ
せ
て

２
億
７
８
６
万
１
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
様

地方創生臨時交付金の
活用については
政策審議監／
事業を精査し補正予算に
計上していきます

総
務
部
長
／
費
用
対
効
果

な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
ま
す

大
宮
運
動
公
園
市
民
球
場

改
修
事
業
に
つ
い
て
は

市
長
／
横
断
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
支
援
に
つ
い
て
は
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改修が始まる大宮運動公園野球場

小原　明彦
議員

教
育
部
長

保
健
福
祉
部
長

市
長



一 般 質 問

大貫　道夫
議員

な
く
地
球
規
模
で
の
取
組
が
重

要
で
す
が
、
ま
ず
は
、
一
人
一

人
が
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
小
さ
な
取
組
を
継
続

す
る
こ
と
が
課
題
の
克
服
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
庁
内
、
部
署
を

分
か
た
ず
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
横
断
的
に
協
議
・
検
討
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

の
環
境
基
本
計
画
や
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
市

民
や
企
業
・
事
業
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を 

推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
環
境
教
育
や
環
境
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
地
球
環
境
を
破
壊
し
ま
す
。

か
つ
て
環
境
対
策
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
節
約
で
き
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
考

え
方
の
根
本
に
お
い
て
地
球
存

続
の
危
機
で
あ
る
と
。

　
環
境
政
策
が
地
球
を
守
る
形

に
な
る
と
思
い
、
も
う
少
し
踏

み
込
ん
だ
環
境
政
策
、
環
境
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

環
境
問
題
は

一
自
治
体
で

　
か
わ
プ
ラ
ザ
に
有
機
農
産
物

の
コ
ー
ナ
ー
が
出
来
て
い
る
の

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
良
い

取
組
で
す
が
、
た
だ
残
念
な
の

は
常
陸
大
宮
産
が
ま
だ
な
か
っ

た
。
有
機
農
業
や
自
然
農
業
と

か
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
対
す
る

取
組
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
進
ん
で
い
る
の
か
な
と
は

思
い
ま
す
。
市
の
目
玉
、
魅
力

と
し
て
生
か
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
考

え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
市
の
将
来
の
魅
力
度
を
高
め

れ
ば
人
は
自
然
と
来
る
。
環
境

に
し
ろ
、
教
育
に
し
ろ
、
様
々

な
分
野
で
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
対
策
と
い
う
の
は
、
今
ま

で
利
益
や
経
済
成
長
の
足
を

引
っ
張
る
と
の
考
え
方
、
ま
た

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関

係
者
）
に
配
慮
し
て
い
た
た
め

遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
外
国
で
は

既
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
（
考

え
方
の
大
転
換
）
が
起
き
て
い

た
。
環
境
問
題
は
こ
れ
か
ら
大

き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
き
ま

す
。

　
今
、
地
球
規
模
で
大
洪
水
や

市
で
は
、
農

業
者
支
援
、

栽
培
技
術
支
援
、
販
売
促
進
、

有
機
農
業
へ
の
理
解
促
進
を
主

な
柱
と
し
た
、
常
陸
大
宮
市
有

機
農
業
推
進
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
有
機
農
業

に
関
心
の
あ
る
生
産
者
へ
の
勉
強

会
の
開
催
や
栽
培
技
術
の
支
援
、

学
校
給
食
へ
の
食
材
供
給
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
、
日

本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を

取
得
し
た
圃
場
を
持
つ
生
産
者

は
い
ま
せ
ん
が
、
三
美
地
区
に
お

き
ま
し
て
３
法
人
が
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
に
向
け
た
農
作
物
生
産

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た

生
産
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

新
た
に
有
機
農
業
に
取
り
組
む

生
産
者
へ
の
支
援
や
学
校
給
食
へ

の
導
入
な
ど
具
体
的
に
事
業
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長
／

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

地
球
存
続
の
危
機

産
業
観
光
部
長

有機農業についての
考え方は

産業観光部長／有機農業
推進計画を策定し進める
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一 般 質 問

業
者
か
ら
原
材
料
や
部
品
を
購

入
し
た
場
合
、
仕
入
税
額
控
除

が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る

た
め
、
商
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

る
こ
と
や
、
消
費
税
分
の
値
引

き
を
要
請
さ
れ
る
な
ど
の
影
響

が
出
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

運
営
へ
の
影
響
は
。免

税
事
業
者

で
あ
る
会
員

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
仕
入
税
額
控
除

が
で
き
ず
、
新
た
に
預
か
り
消

費
税
分
を
納
税
す
る
必
要
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
も
申
告

や
納
税
等
が
必
要
と
な
る
な
ど

影
響
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
抽
ヶ
台
踏
切
へ
の
こ
れ

ま
で
の
協
議
の
経
過
と
対
応

は
。

踏
切
内
の
歩

道
新
設
と
車

道
拡
幅
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
協
議
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
令
和
４
年
度
は
、
踏
切
前

後
の
路
線
測
量
及
び
概
略
設
計

を
実
施
す
る
計
画
で
、
早
期
で

の
事
業
着
手
が
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業

に
よ
っ
て
、人
口
の
流
出
防
止
、

ま
た
転
入
増
加
に
よ
り
、
人
口

増
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
、
市

長
の
考
え
は
。人

口
流
出
を
抑
制

す
る
政
策
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
常
陸
大
宮
駅
周
辺
を
お
し
ゃ

れ
で
利
便
性
の
高
い
空
間
と
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
代

を
は
じ
め
と
し
た
若
年
層
の
定
住

意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
し
て
17
年
。
大
宮
地
域

と
周
辺
地
域
の
格
差
は
大
き
く

広
が
っ
た
が
、
周
辺
地
域
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
。

周
辺
地
域
の
特
性

で
あ
る
豊
か
な
自

然
環
境
や
歴
史
・
伝
統
文
化
な

ど
を
再
発
掘
、
磨
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

な
ら
で
は
の
活
力
を
生
み
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
方
は
。

す
べ
て
の
地
域
に

お
い
て
同
様
の
施

策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、
駅

周
辺
地
域
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
、
周
辺
地
域
で
は

観
光
振
興
等
を
通
じ
た
交
流
人

口
の
拡
大
、
そ
れ
ら
を
相
乗
的

に
作
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
全
体
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
が
導
入
さ
れ
る
が
、

市
内
業
者
へ
の
影
響
は
。

課
税
事
業
者

が
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
交
付
で
き
な
い
免
税
事

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
の
影
響
は

産
業
観
光
部
長
／
商
取
引
か
ら

の
排
除
や
値
引
き
要
請
な
ど
の

影
響
が
予
想
さ
れ
る

駅周辺整備事業による
人口増の考え方は
市長／おしゃれで利便性の高
い空間として、若年層の定住
意欲を高めていく

ＪＲ抽ヶ台踏切の
これまでの経過は
建設部長／
地権者、ＪＲ東日本と協議し、
早期の着手に努める

その他の質問

・
水
道
料
金
に
つ
い
て

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て

髙村　　功
議員
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一 般 質 問

　

市
総
合
計
画
に
お
い
て
の
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
充
実

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

で
は
、
多
く

の
市
民
が
有
効
か
つ
効
率
的
に

利
用
し
、
健
康
・
体
力
づ
く
り

に
生
か
せ
る
よ
う
、
社
会
体
育

施
設
の
整
備
・
充
実
と
適
切
な

維
持
管
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
設
も
緊
急
性
や
必

要
性
を
鑑
み
な
が
ら
修
繕
工
事

を
実
施
し
維
持
し
て
い
ま
す
が
、

集
約
化
や
廃
止
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
す
べ
き
時
期
も
視
野
に

入
れ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

社
会
体
育
施
設
を
利
用
す
る

団
体
が
あ
る
場
合
、
そ
の
施
設

に
つ
い
て
は
継
続
し
て
使
用
し

て
い
く
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
、
公
共
建
築
物
個
別
施
設
計

画
に
基
づ
い
て
山
方
公
民
館
を

取
り
壊
す
場
合
、
利
用
者
へ
の

詳
細
説
明
と
代
替
施
設
の
手
配

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

山
方
地
域
セ

ン
タ
ー
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

計
を
ま
と
め
た
段
階
で
、
広
報

紙
や
お
知
ら
せ
版
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。
工

事
な
ど
に
よ
り
休
館
と
な
る
期

間
の
代
替
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
隣
の
地
区
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　
工
事
完
成
後
、
使
用
で
き
な

い
団
体
が
あ
っ
た
場
合
の
代
替

施
設
の
紹
介
を
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

で
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
実
績
や
経
緯
等
、

ま
た
利
用
方
法
を
確
認
し
、
使

用
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
配
慮

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
山
方
地
域
セ
ン
タ
ー
が
取
り

壊
さ
れ
る
と
、
利
用
し
て
い
る

団
体
が
活
動
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
行
う
団
体
も
出
て
き
ま

す
。
新
た
な
団
体
が
利
用
し
た

い
要
望
が
あ
る
と
き
、
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
へ
の
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

と
し
ま
し
て

は
、
市
民
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

地
域
や
学
校
な
ど
が
連
携
・
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
を
目
指

し
、
新
た
な
団
体
を
含
め
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
及
び
支
援

に
務
め
ま
す
。

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
が
未
設
置
に
な
っ
た
経
緯

を
伺
い
ま
す
。

市
で
は
利
用

者
を
限
定
す

る
こ
と
な
く
支
援
す
る
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
子
育
て
の
相
談
・
支
援

や
、
発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も

に
対
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
児
童

期
・
青
春
期
に
わ
た
る
支
援
を

し
た
結
果
等
を
踏
ま
え
、
次
の

段
階
と
し
て
、
国
の
指
針
に
あ

る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が

未
設
置
と
な
っ
た
経
緯
は

保
健
福
祉
部
長
／
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

次
の
段
階
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す

スポーツ環境の
整備・充実は
教育部長／
社会体育施設の整備・充実
と適切な維持管理を推進

冨山　和男
議員
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一 般 質 問

　
導
入
以
来
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
時
点
で
の

課
題
と
し
て

は
、
地
域
の
方
々
に
こ
の
仕
組

み
を
理
解
い
た
だ
き
、
幅
広
い

地
域
住
民
の
方
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
事
で
す
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
に
よ
っ

て
子
ど
も
た
ち
は
忙
し
く
な
ら

な
い
の
か
、
学
力
を
担
保
で
き

る
の
か
、
と
い
う
心
配
が
あ
り

ま
す
。
教
育
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

総
合
的
な
学

習
、生
活
科
、

社
会
科
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
教
育
課
程
の
中
で
実
施
し
ま

す
の
で
授
業
を
圧
迫
す
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
文
部
科
学
省
に

よ
り
ま
す
と
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
進
ん
で
い
る
学
校
ほ

ど
学
力
が
高
い
と
の
調
査
結
果

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
各
部
署
で
、
問
合
せ
や

相
談
を
受
け
る
「
し
く
み
と
し

て
の
窓
口
」
の
活
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

専
用
窓
口
の

設
置
数
27
か

所
で
の
相
談
件
数
は
令
和
３
年

度
で
合
計
１
万
９
６
１
６
件

で
、
こ
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
内
容

が
１
万
１
８
３
５
件
、
次
い
で

子
育
て
・
教
育
に
関
わ
る
相
談

が
３
４
７
６
件
で
す
。

　
提
案
で
す
。
ひ
た
ま
る
ア
プ

リ
の
中
に
、
相
談
・
問
合
せ
の

専
用
ボ
タ
ン
を
入
れ
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
ハ
ー
ド

ル
の
低
い
、
市
政
へ
の
入
り
口

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

ア
プ
リ
で
の

相
談
専
用
ボ

タ
ン
の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
市
民
の
声
を
聞
く
相
談

体
制
や
相
談
窓
口
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
で
相
談
を

受
け
る
仕
組
み
に
つ
き
ま
し
て

は
子
育
て
支
援
体
制
に
関
す
る

導
入
ペ
ー
ジ
で
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
運
用
し
て
見
え
て
き
た
、
分

か
っ
て
き
た
課
題
、
問
題
は
あ

り
ま
す
か
。

発
達
の
気
に

な
る
子
ど
も

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
の
発
達
の
特
性
や
早
期
療

育
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い

保
護
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
保
護
者
の
理
解
が
進
む
こ

と
で
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 保

健
福
祉
部
長
／
療
育
の
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

保
護
者
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
の
か
が
大
き
な
課
題

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て

教
育
部
長
／
校
外
で
の
社
会

学
習
活
動
な
ど
に
も
幅
広
く

対
応
で
き
る
も
の
に
な
る

地
域
学
校
協
働
本
部
に
つ
い
て

市民の声を受ける
体制の全容は

政策審議監／
相談窓口としては27か所

倉田　稔之
議員

学校運営協議会に
ついて
教育部長／
令和４年度から御前山小学校を
モデル校に選定し制度の取組を
進める
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議員名（議席番号順）
①本会議 ②常任委員会等

出席 欠席 出席 欠席
倉　田　稔　之 11 0 19 0
圷　　　司　一 11 0 20 0
髙　村　　　功 11 0 18 0
黒　部　博　英 11 0 29 0
小　原　明　彦 11 0 29 0
岡　﨑　欣　也 11 0 19 0
三　次　弘　史 11 0 27 0
冨　山　和　男 11 0 10 0
大　貫　道　夫 11 0 12 0
小　森　敬太郎 11 0 12 0
𠮷　川　美　保 11 0 11 0
武　石　寿　長 11 0 19 0
髙　村　和　郎 11 0 21 0
淀　川　茂　樹 11 0 20 0
掛　札　行　雄 11 0 19 0
秋　山　信　夫 10 1 20 1
金　子　　　卓 11 0 11 0

●
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年
に
わ
た
り
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ

た
功
績
に
対
し
て
、
４
名
の
議
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状　［

二
十
五
年
以
上
］

　
　
　
　
金
子
　
　
卓
　
議
員

　［
二
十
年
以
上
］

　
　
　
　
掛
札
　
行
雄
　
議
員

　
　
　
　
淀
川
　
茂
樹
　
議
員

　［
十
五
年
以
上
］

　
　
　
　
小
森
　
敬
太
郎
　
議
員

●
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
及
び
市
政
貢
献

の
功
績
に
対
し
て
、
４
名
の
議
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状　［

二
十
五
年
以
上
］

　
　
　
　
金
子
　
　
卓
　
議
員

　［
二
十
年
以
上
］

　
　
　
　
掛
札
　
行
雄
　
議
員

　
　
　
　
淀
川
　
茂
樹
　
議
員

　［
十
五
年
以
上
］

　
　
　
　
小
森
　
敬
太
郎
　
議
員

　※
合
併
前
の
町
村
議
会
議
員
の
勤
続
年
数
は
、
該
当
表
彰
の
勤
続
年
数
に

２
分
の
１
と
し
て
通
算
さ
れ
ま
す
。

議
員
表
彰

注１）②の回数については、各議員の常任委員会及び議会運営委員会への委員就任状況により委員会の開催日が異なるため、出席回数が異
なります。

注２）予算決算常任委員会のすべての審査に小森議長は加わりません。

本会議・各委員会の議員出欠状況
　令和４年１月から令和４年７月までの間に開催された、本会議（定例会）・常任委員会等（総務・文教福祉・
経済建設・予算決算・広報広聴常任委員会及び議会運営委員会）の議員の出欠(出席・欠席）状況（回数）をお
知らせします。 （回数）

注１）

注２）
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　本会議における一般質問の録画映像は、本会議終了後、おおむね１週間後からインターネットで視聴
が可能となり、２４時間いつでもご覧いただけます。

　市議会では、本会議が開かれているときに、議会を傍聴することができます。また、本会議の一般質
問の録画映像をインターネットで視聴することができます。

　議会を傍聴される方には、本会議の当日に先着順
により傍聴券を交付します。
　傍聴受付（４階議会事務局）において、必要事項
（住所・氏名）をご記入いただきます。
　傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた場合は、
４階傍聴人ロビーのモニターでご覧いただけます。
　現在は、新型コロナウイルス感染症の感染防止の
ため、マスクの着用、手指の消毒等にご協力をお願
いしています。
　議場に入場いただく際には、傍聴に関しての規則
（傍聴席入口に掲示）がありますので、規則を守っ
て傍聴をしてください。
　なお、本会議の開始時間は、午前１０時です。

議会の傍聴＆議会映像（録画）配信のご案内

★常陸大宮市議会のホームページから、下記の手順でご覧いただけます。

１

『議会中継』をクリック

２

『録画配信を見る』をクリック

３ 『開催年』及び『定例会』を
選択し、クリック

４ 観たい内容の
再生ボタンをクリック

常陸大宮市議会中継 検索

議会の傍聴

議会映像（録画）の配信

議場内での傍聴の際の注意事項

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

傍聴人の皆様へ  

議場への入場禁止事項 

携帯電話使用禁止。 

電源をお切りください。 

録音禁止。写真撮影禁止 

（ただし許可を得た者は除く） 

飲食禁止。 脱帽してください。 
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編
集
後
記

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
改
選
に
な

り
、早
い
も
の
で
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
公
的
行
事
が
中
止
も
し
く
は
縮
小
し
て

実
施
す
る
状
況
で
し
た
。

　

表
紙
・
ま
ち
か
ど
か
ら
等
で
掲
載
す
る
写
真
に
つ

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
た
め
に
選
定
に
は
各
委

員
少
し
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
へ
よ
り

分
か
り
や
す
い
議
会
広
報
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
﨑　

欣
也
）

委
員
長　
　

岡
﨑　

欣
也

副
委
員
長　
　

倉
田　

稔
之

委　
　

員　
　

三
次　

弘
史

　
　
　
　
　
　

小
原　

明
彦

　
　
　
　
　
　

黒
部　

博
英

　
　
　
　
　
　

髙
村　
　

功

　
　
　
　
　
　

圷　
　

司
一

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

まち
かどか

ら…
まち
かどか

ら…

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでも
ご覧になれます。

表紙の言葉 子どもが生まれた記念に植樹をしました
（ピジョン赤ちゃん誕生記念育樹キャンペーン）

　大賀小学校の児童が、久慈川の環境保全の重要性や河川愛護の意識の
高揚を図るため、鮎の稚魚放流体験及びクリーン作戦を行いました。
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鮎の稚魚放流＆
クリーン作戦

議会を傍聴して
みませんか？

　市議会では、本会議を傍聴すること
ができます。詳しくは、本紙17ページ
でご案内しています。
（第２回定例会の傍聴人は延べ19人で
した。）
※新型コロナウイルス感染
症の感染防止のため、マ
スクを着用して傍聴いた
だきました。
　ご協力ありがとうござい
ました。


